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「津波は逃げるが勝ち！」揺れてから、
５分で逃げれば被災者０

ゼロ
！

取り壊し中の校舎の前でハイ・チーズ！
　　　　　　　　(宮之上小学校昼休み)
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未
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誇
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ま
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２０１３年１２月　暮らしのカレンダー
日付 曜日 行政手続きなど イベント等 健康関係

1 日 日 広報おわせ有料広告募集 2 月号締切
( ～ 20 日まで )(P20)

市民文化会館 20 周年記念事業 ｢クレヨン
しんちゃん｣ (P22)

当番医 ･ 当番薬局 (P19) 
胃がん ･ 肺がん検診申込み ( ～ 8 日まで )
(P19) 
｢koko( 心 )Kara( 体 ) 健康 Day｣ 申込み期
間 ( ～ 7 日まで )(P19)

2 日 月 平成 26 年度幼稚園入園児募集 ( ～ 13 日ま
で )(P14)

お母ちゃんのﾗﾝﾁﾊﾞｲｷﾝｸﾞ ｽﾙﾒｲｶﾌｪｱｰ ( ～ 22
日 )(P18)

3 日 火
放課後児童ｸﾗﾌﾞ ( 学童保育 ) 申込み ( ～ 14
日まで )(P14) 
障害者週間 ( ～ 9 日まで )(P7)

ｸﾘｽﾏｽ企画参加者募集 ( ～ 18 日 )(P21)

4 日 水 人権週間 ( ～ 10 日まで )(P4) 
特設人権相談 (P20)

東紀州の四季を味わう料理教室申込み (1/5
まで )(P18)

5 日 木 おはなしだっこ (P22)
6 日 金 天文科学館夜間観望会 (P22)

7 日 土
ﾏﾁﾅｶｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ 2013( ～ 1 月 18 日まで )(P9) 
尾鷲ｲﾀﾀﾞｷ市 (P21) 
天文科学館夜間観望会 (P22)

8 日 日
｢あなたも木工作家 ! その場でできる木工教
室｣ (P18)
少年の主張 紀北地区大会 (P21)

当番薬局 (P19) 
胃がん ･ 肺がん検診 (P19) 
｢koko( 心 )Kara( 体 ) 健康 Day(P19)

9 日 月
10 日 火 児童相談 ･ 女性相談 (P20)

11 日 水 年末の交通安全県民運動 ( ～ 20 日まで )
(P21)

12 日 木 無料交通相談 (P20) おはなしの時間 (P22)
13 日 金 天文科学館夜間観望会 (P22)

14 日 土 第 25 回尾鷲市社会福祉大会 (P20)
小津安二郎 ･ 映画会 (P21)
天文科学館夜間観望会 (P22)
おはなしの広場 (P22)

15 日 日
｢あなたも木工作家 ! その場でできる木工教
室｣ (P18)
天文科学館 ｢家庭の日｣ (P22)

当番医 ･ 当番薬局 (P19)

16 日 月
17 日 火
18 日 水 ｸﾘｽﾏｽ企画 (P21)
19 日 木
20 日 金 無料法律相談 (P20) 天文科学館夜間観望会 (P22)

21 日 土
夢古道の湯 ゆず風呂 ( ～ 23 日まで )(P18)
ｼﾘｰｽﾞ熊野のお祭 ｢尾鷲ﾔｰﾔ祭り｣ ( ～ 2 月
9 日 )(P18)
天文科学館夜間観望会 (P22)

22 日 日

ﾘ ﾆ ｭ ｰ ｱ ﾙ 記 念 抽 選 会 ( ～ 28 日 )(P18) 
｢あなたも木工作家 ! その場でできる木工教
室｣ (P18)
月別ひのきｱｰﾄ教室 (P18)
三木浦こいやぁ開店 (P21)

当番薬局 (P19)

23 日 月 当番薬局 (P19)

24 日 火
ｽﾀｯﾌからの 100 のありがとう風呂 ( ～ 31
日 )(P18)
ｸﾘｽﾏｽｺﾝｻｰﾄ (P20)

25 日 水 行政相談 (P20)

26 日 木 住宅相談 (P20) 夢古道 お風呂の日 (P18)
おはなしの時間 (P22)

27 日 金
ごみ収集火 ･ 金ｺｰｽ最終日 (P11)
体育文化会館 ･ 尾鷲総合病院年末 (27 日ま
で ) 年始 (1 月 6 日から )

天文科学館夜間観望会 (P22)

28 日 土 ごみ収集水 ･ 土ｺｰｽ最終日 (P11)

29 日 日 ｢あなたも木工作家 ! その場でできる木工教
室｣ (P18) 当番医 ･ 当番薬局 (P19)

30 日 月 ごみ収集月 ･ 木ｺｰｽ最終日 (P11)
31 日 火
※このカレンダーには、11 月 22 日㈮時点で、主に市が所管する情報を掲載しています。
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人
権
擁
護
委
員
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護

委
員
法
に
基
づ
い
て
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

　
市
で
も
、
熊
野
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
尾
鷲
地
区
部
会
と
し
て
７

人
の
人
権
擁
護
委
員
が
、
地
域
の

皆
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
て

問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
た

り
、
法
務
局
職
員
と
協
力
し
て
人

権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の
救
済
を

す
る
等
、
人
権
思
想
の
普
及
高
揚

を
図
る
た
め
様
々
な
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
部
会
に
は
、
男
女
共
同
参
画
推

進
・
高
齢
者
障
が
い
者
人
権
・
子

ど
も
人
権
の
３
つ
の
専
門
部
会
が

あ
り
、
毎
年
、
計
画
を
立
て
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
は
、
10
月
に
三
木

小
学
校
で
の
講
話
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
に

よ
る
人
権
教
室
を
実
施
し
、
11
月

に
は
、
三
木
里
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
あ
さ
ひ
と
小
規
模
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
あ
さ
ひ
の
２
施
設

を
訪
問
し
て
啓
発
活
動
を
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
12
月
は
人
権
週
間
（
４

～
10
日
）
に
併
せ
て
、
保
育
園
で

人
権
教
室
や
紙
芝
居
・
寸
劇
等
に

よ
る
人
権
週
間
啓
発
活
動
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
人
権
週
間
初
日
の

４
日
㈬
に
は
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー

店
頭
に
て
啓
発
物
資
の
配
布
や
、

広
報
車
に
よ
る
巡
回
に
加
え
、
特

設
人
権
相
談
所
を
設
け
て
集
中
的

に
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

▼
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん

　

・
大お

お
せ瀬　

欣よ
し
こ子

さ
ん

　
・
川か
わ
か
み上　
輝き

さ

こ
佐
子
さ
ん

　
・
川か
わ
か
み上　
悦え

つ
こ子
さ
ん

　
・
佐さ

さ

き
々
木　
秀し

ゅ
う
げ
ん玄さ

ん

　
・
世せ

こ古　
博ひ

ろ
ひ
さ久

さ
ん

　
・
濵は
ま
ぐ
ち口　
精せ

い
こ
う幸
さ
ん

　
・
山や
ま
し
た下　
良よ

し
ず
み澄
さ
ん

▼
特
設
人
権
相
談
所

　
日
時　
12
月
４
日
㈬

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
場
所　
市
役
所　
地
下
会
議
室

▼
常
設
人
権
相
談
所

　
津
地
方
法
務
局
熊
野
支
局

　
☎
０
５
９
７・８
５・２
３
１
０

　
　
　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
㉓
８
２
５
０

　　平成 2５年度
　　　人権標語入選作品
かえりみち　
　　みんなでいっしょに
　　　　　　　かえろうよ

　植
うえまつ

松　春
は る と

翔くん
( 尾鷲小学校 1 年 )

どうしたの　
　　そういわれて　
　　　うれしかったの

　太
お お た

田　乃
の あ

愛さん
( 尾鷲小学校 1 年 )

気
き

になるよ　
　　うわさ話

ばなし
は　

　　　　やめようよ

　吉
よしざわ

澤　凛
り ん た

太くん
( 尾鷲小学校 2 年 )

ともだちの　
　　まちがいのこと　
　　　　　　わらわない

　上
うえむら

村　和
わ か

花さん
( 尾鷲小学校 2 年 )

勇
ゆ う き

気ある
　　ぼくはたすける
　　　　　　いじめから

　桑
くわはら

原　総
そ う し

司くん
( 宮之上小学校 2 年 )

悪
わるくち

口は　
　　みんなの笑

え が お
顔

　　　　けしちゃうよ

　東
ひがしたに

谷　聖
せ い ご

吾くん
( 宮之上小学校 3 年 )

そっと出
だ

す
　　手

て
のぬくもりに

　　　　　　　元
げ ん き

気出
で

る

　近
こんどう

藤　摩
ま ゆ き

侑さん
( 賀田小学校　 4 年 )

きっとある
　　一

ひ と り
人ひとりの

　　　　　いいところ

　小
お ぐ ら

倉　真
ま ほ

歩さん
( 尾鷲小学校　 6 年 )

その勇
ゆ う き

気
　　イジメをなくす
　　　　　　　　第

だ い い っ ぽ
一歩

　東
ひがし

　映
え り か

利佳さん
( 三木里小学校 6 年 )

渡
わたなべ

邉　唯
い あ ん

杏さん
( 矢浜小学校２年 )

楠
くす

　友
ゆ り あ

莉亜さん
( 尾鷲小学校６年 )



❹

12
月
４
日
㈬
か
ら
10
日
㈫
は
人
権
週
間
で
す

み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀

　
～
考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち 

育
て
よ
う 

思
い
や
り
の
心
～

　
人
権
と
は
、
人
が
人
ら
し
く
幸
福
に
生
き
て
い
く
た
め
に
最
低
限
必
要
な
権
利
で
あ
り
、
誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し

て
持
っ
て
い
て
、
誰
か
ら
も
侵
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
大
切
な
も
の
で
す
。

　
21
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
権
問
題
と
一
言
で
い
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
、
解
決

す
べ
き
重
要
課
題
と
し
て
、
女
性
・
子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
部
落
・
ア
イ
ヌ
・
外
国
人
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
刑

を
終
え
て
出
所
し
た
人
な
ど
へ
の
差
別
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
、
家
庭
・
学
校
・
職
場
・
地
域
社
会
な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
い
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
!!

人
権
に
関
す
る
相
談
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
課　
☎
㉓
８
２
５
０

　
国
際
連
合
は
、
１
９
４
８
年
（
昭
和
23
年
）
12
月
10
日
の

第
３
回
総
会
に
お
い
て
、
世
界
に
お
け
る
自
由
、
正
義
及
び

平
和
の
基
礎
で
あ
る
基
本
的
人
権
を
確
保
す
る
た
め
、
全
て

の
人
民
と
全
て
の
国
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
標
準
と
し
て
、

世
界
人
権
宣
言
の
採
択
に
続
き
、１
９
５
０
年
（
昭
和
25
年
）

12
月
４
日
の
第
５
回
総
会
に
お
い
て
、
世
界
人
権
宣
言
が
採

択
さ
れ
た
日
で
も
あ
る
12
月
10
日
を「
人
権
デ
ー
」と
定
め
、

全
て
の
加
盟
国
及
び
関
係
機
関
が
、
こ
の
日
を
祝
賀
す
る
日

と
し
て
、
人
権
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
諸
行
事
を
行
う
よ

う
要
請
す
る
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
我
が
国
に
お
い
て
は
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
が
、
同
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

１
９
４
９
年
（
昭
和
24
年
）
か
ら
毎
年
12
月
10
日
を
最
終
日

と
す
る
１
週
間（
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
）を「
人
権
週
間
」

と
定
め
て
お
り
、
そ
の
期
間
中
、
各
関
係
機
関
及
び
団
体
の

協
力
の
下
、
世
界
人
権
宣
言
の
趣
旨
及
び
そ
の
重
要
性
を
広

く
国
民
に
訴
え
か
け
る
と
と
も
に
、
人
権
尊
重
の
普
及
高
揚

を
図
る
た
め
、
全
国
各
地
に
お
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講
演

会
、
座
談
会
、
映
画
会
等
を
開
催
す
る
ほ
か
、
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
な
ど
各
種
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
集
中
的
な
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
戦
争
の
世
紀
」
と
言
わ
れ
た
20
世
紀
が
終
わ
り
を
告
げ
、

21
世
紀
に
入
っ
て
10
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
世
界
で

は
依
然
と
し
て
争
い
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
今
一
度
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
、
思
い
や
る

こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
て
、
全
て
の
人
が
個
人
と
し
て
尊
重

さ
れ
る
平
和
で
豊
か
な
社
会
を
実
現
さ
せ
て
、
こ
の
21
世
紀

を
真
の
「
人
権
の
世
紀
」
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

森
もりした

下　稜
りょうた

太くん
( 尾鷲小学校６年 )

北
きたむら

村　留
る か

加さん
( 尾鷲中学校１年 )

片
かたおか

岡　優
ゆ づ き

月さん
( 尾鷲中学校１年 )

世
せ こ

古　千
ち な つ

夏さん
( 尾鷲中学校１年 )

平成25年度人権ポスター入賞作品
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手当・年金
○特別障害者手当

　２０歳以上であって著しく重度の障害の状態にあ
り、日常生活において常時特別の介護を要する人に
手当が支給されます。（所得制限があります。）

　・月額２６，０８０円
○障害児福祉手当

　２０歳未満であって著しく重度の障害の状態にあ
り、日常生活において常時特別の介護を要する人に
支給されます。（所得制限があります。）

　・月額１４，１８０円
○特別児童扶養手当

　障害程度が国民年金法施行令別表の等級表に該当
する児童を監護する父母等に支給されます。（所得制
限があります。）

　・１級月額５０，０5 ０円
　・２級月額３３，３３０円
○障害年金

　各種加入の年金制度によって、障害程度に応じて
年金が支給されます。金額は、年金制度や障がいの
程度によって異なります。

交通手段
○有料道路通行料金割引

　身体障害者手帳及び療育手帳所持者の有料道路通
行料金が半額になります。
①本人運転：身体障害者手帳の交付を受けている人。
②家族運転：身体障害者手帳の第１種または療育手
　帳のＡの交付を受けている人。

○ＪＲ及び私鉄運賃割引
　身体障害者手帳及び療育手帳の交付を受けている
人は、手帳の種類及び乗車距離等によって、運賃が
半額になります。乗車券購入時に手帳を提示してく
ださい。

○バス運賃割引
　普通乗車券が半額になります。該当する条件があ
りますので、運賃支払い時または乗車券購入時に手
帳を提示してください。

福祉サービス
○介護給付・訓練等給付事業

　居宅介護（ヘルパー派遣）、短期入所（ショートス
テイ）など介護の支援を受けらます。

○補装具の支給
　日常生活の能率向上を図るために、補装具の制作・
修理にかかる費用が支給されます。例えば、盲人安
全杖、補聴器、義肢、車いすなど

○日常生活用具の交付
　日常生活上の便宜を図るための用具を給付または
貸与します。ただし、障害種別や等級等の条件があ
ります。例えば、特殊寝台、ネブライザー、ストマ
用具など

※手続き方法や対象要件などそれぞれ異なりますの
　で、お問い合わせください。

毎年 12 月 3 日から 9 日は障害者
週間です。

　障害者週間とは、日本国民の間に広く障が
い者福祉についての関心と理解を深めるととも

に、障がい者が社会、経済、文化その他あらゆる分
野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的

とした週間です。
　この週間を中心に、様々な啓発活動が行われま
す。12 月 21 日 ( 土 ) ～ 22 日 ( 日 ) には、三重

県総合文化センターで「平成 25 年度三重県
障がい者芸術文化祭」が開催されます。
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通 信
○ＮＨＫ受信料

　障害者手帳を所持する世帯員全員が市民税非課税
世帯の場合は全額免除。
　視覚障害・聴覚障害の人が世帯主の場合や、重度
の身体・知的・精神障害の人が世帯主の場合は、半
額免除。

○携帯電話
　障害者手帳を所持する人は、携帯電話の基本料金
の半額等の割引が受けられます。
　各携帯電話販売窓口でお問い合わせください。

　身体障害者手帳※１、療育手帳※２、精神障害者保健福祉手帳※３を持っている人は、障害者手帳に記載された障害の
種類、等級によりさまざまなサービスが利用できます。
　今回は、主な障がい福祉サービスをご案内いたします。
　なお、今回案内した以外にもサービスがありますので、詳しくはお問い合わせください。

お問い合わせ　福祉保健課　☎㉓８２０３

※ 1　身体障害者手帳とは、視覚、聴覚、平衡機能、音声・言語・そしゃく機能、肢体不自由、心臓・じん臓・呼吸器・
ぼうこう又は直腸・小腸・肝臓・免疫機能に永続する障害のある場合に交付され、その程度により１級から６級ま
での区分がある手帳のことです。

※ 2　療育手帳とは、児童相談所等において知的障害と判定された人に交付され、その程度によりＡ１からＢ２まで
の区分のある手帳のことです。

※ 3　精神保健福祉手帳とは、一定の精神障害の状態にある人に交付される１級から３級までの区分のある手帳のこ
とです。

税 金
○所得税・住民税

　障害者手帳の等級により控除が受けられます。
○自動車税（軽自動車税）・自動車取得税

　障害者手帳の種類や等級により減免が受けられま
す。減免には条件があります。

医療制度
○障がい者医療費助成
　（６５歳以上重度心身障害者医療費助成）

　障害者手帳の所持者のうち、下記に該当する人は
一部の保険医療の自己負担分を助成します。（所得制
限があります。）

　対象者：身体障害者１～３級、療育手帳Ａ１・Ａ２、
　　　　　精神保健福祉手帳１級（通院にかかる医療
　　　　　費に限る）など
○自立支援医療（更生医療・育成医療）の給付

　身体障害のある人の更生に必要な治療であって、
その障害を除去し、又は軽減し日常生活を容易にす
ること等を目的とした医療に対して給付されます。
自己負担は１割負担。世帯の所得により上限額が決
定されます。（医師の意見書が必要です。入院・通院
するまでに申請が必要です。）

○自立支援医療（精神通院）の給付
　通院による精神疾患の治療を受ける人の医療費の
負担を軽減します。自己負担は１割負担。世帯の所
得により上限額が決定されます。（医師の意見書が必
要です。）
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」

　
今
年
は
点
灯
式
だ
け
で
な
く
、
最
終
日
に
ラ
ス
ト
ナ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
致
し
ま
す
。

●
点
灯
期
間　
12
月
7
日
㈯
～
１
月
18
日
㈯　
午
後
５
時
～
深
夜
０
時
ま
で
毎
日
点
灯

　
場
所　
尾
鷲
駅
前
児
童
公
園
・
発
展
会
・
駅
前
商
店
会
・
尾
鷲
一
番
街
・
栄
町
商
店
会
・

　
　
　
　
中
井
町
通
り

●
点
灯
式
イ
ベ
ン
ト
（
会
場　
尾
鷲
駅
前
児
童
公
園
）

　
日
時　
12
月
７
日
㈯　
午
後
４
時
～
８
時
30
分

　
内
容　
出
店
、
尾
鷲
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
、
青
年
部
に
よ
る
仮
装
・
コ
ス
プ
レ
、
イ
ル

　
　
　
　
ミ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
、
５
０
０
本
の
イ
ル
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク

　
　
　
　
を
使
っ
て
、
メ
イ
ン
会
場
に
イ
ル
ミ
の
海
を
作
ろ
う
!!

●
ラ
ス
ト
ナ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト
（
会
場　
尾
鷲
駅
前
児
童
公
園
）

　
日
時　
１
月
18
日
㈯　
午
後
４
時
～
８
時
30
分

　
内
容　
出
店
（
Ｂ
級
グ
ル
メ
も
や
っ
て
く
る
）、
尾
鷲
高
校
吹
奏
楽
部
演
奏
、
お
楽
し
み

　
　
　
　
券
引
換
、
各
表
彰
、
み
ん
な
で
仮
装
や
コ
ス
プ
レ
を
し
て
ラ
ス
ト
ナ
イ
ト
を
楽
し

　
　
　
　
も
う
!!
（
仮
装
や
コ
ス
プ
レ
で
来
て
く
れ
た
人
に
は
お
楽
し
み
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

●
点
灯
期
間
中
イ
ベ
ン
ト

　
①
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
＆
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
募
集
。

　
　
メ
ー
ル
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。oyeg@

plala.to
　
②
マ
・
チ
・
ナ
・
カ
・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
。

　
　
（
ス
タ
ン
プ
を
５
つ
集
め
る
と
ラ
ス
ト
ナ
イ
ト
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
楽
し
み
券
が
も
ら
え
ま
す
。）

　
③
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
「
た
ま
り
場　
お
わ
せ
」

　
　
営
業
時
間　
午
後
５
時
～
11
時　
土
・
日
曜
日
の
み

●
「
よ
い
と
こ
ス
タ
ン
プ
」
の
満
貼
り
台
紙
１
枚
が
５
０
０
円
と
し
て
出
店
で
使
え
ま
す
。

　
　
１
月
18
日
㈯
ま
で
、
よ
い
と
こ
ス
タ
ン
プ
臨
時
加
盟
店
で
も
ス
タ
ン
プ
が
も
ら
え
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　
尾
鷲
商
工
会
議
所　
☎
㉒
２
６
１
１

❾

　三重県と県内全市町では、平成２６年度から、法定要件に該当する事業
主に個人住民税の特別徴収を実施していただくための準備を進めています。 特別徴収とは？

　事業主（給与支払者）が、所得税

の源泉徴収と同様に、毎月支払う給
与から徴収し、個人住民税の納税義
務者である従業員（給与所得者）に
代わって、納付する制度です。
　所得税の源泉徴収義務のある事業
者（給与支払者）は、パート・アル
バイトを含むすべての従業員（納税
義務者）を対象に、個人住民税を特
別徴収して納めることが法令で義務
付けられています。

◎ただし、次に該当する場合は、普通徴収（※）とすることができます。
・乙欄適用で普通徴収希望者または他事業所で特別徴収されている
・給与が支給されない月がある
・事業専従者のみ（全従業員が事業専従者のみの場合に限る）
・前年中に退職した人および退職予定者（５月末までに退職予定の人）
※普通徴収とは、納税義務者本人が納付書あるいは口座振替によって納める方法であり、納期は年４回です。
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　平成 26 年度から適用される個人市県民
税の税制改正等についてお知らせします。
　詳しい内容等はお問い合わせください。

お問い合わせ　税務課　☎㉓８１７１

「みえ森と緑の県民税」の創設
平成 26 年度より“災害に強い森林づくり”“県

民全体で森林を支える社会づくり”を進めるため
「みえ森と緑の県民税」をスタートすることになり

ました。
県民税の均等割分として 1,000 円課税されま

す。

均等割の
税率の特例

　（平成 26 年度から平成 35 年度まで）
「東日本大震災からの復興に関し地方公共団体が実施
する防災のための施策に必要な財源の確保に係る地方税
の臨時特例に関する法律」が制定されたことに伴い、市が
実施する防災のための施策に要する費用の財源を確保す

るため、平成 26 年度から平成 35 年度までの間に
限り、市・県民税の均等割の税額にそれぞれ

５００円加算します。

区分 現行 改正後
（平成 26 年度～ 35 年度） みえ森と緑の県民税 平成 26 年度以降

均等割額
県民税均等割額 1,000 円 1,500 円 1,000 円 2,500 円

市民税均等割額 3,000 円 3,500 円 3,500 円

○給与所得控除の改正
　その年中の給与等の収入金額が 1,500 万円を超える場合の給与所得控除額について、245 万円を上限とする改正
が行われました。所得税は平成 25 年分から、市・県民税については平成 26 年度分から適用されます。

○年金所得者の寡婦（夫）控除に係る申告手続の簡素化
　公的年金等に係る所得以外の所得を有しなかった者が寡婦（夫）控除を受けようとする場合、年金保険者（日本
年金機構、共済等）に提出する扶養控除申告書に記載がある場合は、確定申告または住民税申告書の提出を不要と
することになりました。

※注意
・年金保険者に提出する扶養控除申告書に「寡婦（夫）」の記載を漏らしてしまったり、扶養控除申告書を提出しなかっ

た場合は、寡婦（夫）控除の適用になりません。このような場合、控除の適用は、確定申告または住民税申告が必
要です。

・公的年金以外に所得がある場合や医療費控除等の控除を受けようとする場合には確定申告または住民税申告が必要
です。

○ふるさと寄付金の控除額の見直し
　平成 25 年から国税で復興特別所得税が課税されることに伴い、平成 26 年度から平成 50 年度までの個人住民税
について、寄付金控税額控除額の算定に用いる所得税の税率に復興特別所得税率（2.1％）を乗じて得た率を加算す
ることになりました。
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ご
み
・
し
尿

環
境
課　
☎
㉒
０
６
０
５

▼
ご
み
収
集

　
年
末
＊
月
・
木
コ
ー
ス　
30
日
㈪
ま
で

　
　
　
＊
火
・
金
コ
ー
ス　
27
日
㈮
ま
で

　
　
　
＊
水
・
土
コ
ー
ス　
28
日
㈯
ま
で

　
　
　
＊
資
源
ご
み　
27
日
㈮
ま
で

　
　
　
＊
持
ち
込
み
ご
み

　
　
　
　
27
日
㈮
の
午
後
３
時
30
分
ま
で

　
　
　
　
（
清
掃
工
場　
☎
㉒
３
２
４
５
）

　
年
始
＊
月
・
木
コ
ー
ス　
６
日
㈪
か
ら

　
　
　
＊
火
・
金
コ
ー
ス　
７
日
㈫
か
ら

　
　
　
＊
水
・
土
コ
ー
ス　
４
日
㈯
か
ら

　
　
　
＊
資
源
ご
み　
６
日
㈪
か
ら

　
　
　
＊
持
ち
込
み
ご
み　
６
日
㈪
か
ら

▼
し
尿
収
集

　
年
末　
27
日
㈮
ま
で

　
　
※
申
し
込
み
は
16
日
㈪
ま
で

　
年
始　
６
日
㈪
か
ら

　
し
尿
の
く
み
取
り
は
計
画
的
に
日
程

を
決
め
て
行
っ
て
い
る
の
で
、
急
な
申

し
込
み
に
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
特
に
年

末
年
始
は
申
し
込
み
が
殺
到
し
ま
す
の

で
、
十
分
に
余
裕
を
も
っ
て
早
く
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
窓
口　
☎
㉓
８
１
６
１

　
年
末　
27
日
㈮
ま
で

　
年
始　
６
日
㈪
か
ら

※
28
日
㈯
か
ら
５
日
㈰
ま
で
の
戸
籍
に

関
す
る
届
け
出
は
、
守
衛
室
（
☎
㉓

８
１
１
１
）
で
預
か
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

水
道　
　
　
　
水
道
部　
☎
㉓
８
２
７
１

　
年
末　
27
日
㈮
ま
で

　
年
始　
４
日
㈮
か
ら

※
28
日
㈯
か
ら
５
日
㈰
ま
で
の
連
絡

は
、
守
衛
室
（
☎
㉓
８
１
１
１
）
へ
。

市
か
ら
の
支
払
い出

納
室　
☎
㉓
８
１
８
２

　
年
末　
26
日
㈭
（
最
終
支
払
日
）

　
　
※
市
金
庫
業
務
は
27
日
㈮
ま
で

　
年
始　
６
日
㈪
か
ら

体
育
文
化
会
館　
☎
㉓
８
２
９
９

　
年
末　
27
日
㈮
ま
で

　
年
始　
６
日
㈪
か
ら

尾
鷲
総
合
病
院　
☎
㉒
３
１
１
１

　
年
末　
27
日
㈮
ま
で

　
年
始　
６
日
㈪
か
ら

※
29
日
㈯
か
ら
５
日
㈰
は
、
救
急
患
者

の
み
に
な
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
市
の
施
策
な
ど
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
提
案
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
た

め
、「
市
長
へ
の
手
紙
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
手
紙
は
、
こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

★
ご
留
意
点

　
①
市
政
に
関
す
る
こ
と
に
限
り
ま
す
。

　
②
回
答
を
し
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
な
ど
を
必
ず
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
③
差
出
有
効
期
間
は
平
成
25
年
12
月
31
日
㈫
ま
で
で
す
。

　
　
そ
れ
以
降
に
投
か
ん
さ
れ
た
も
の
は
、差
出
人
に
戻
さ
れ
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

★
お
問
い
合
わ
せ　
市
長
公
室　
☎
㉓
８
１
３
２

市
政
に
ご
意
見
・
ご
提
案
を
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地
方
公
営
企
業
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

市
監
査
委
員
に
よ
る
平
成
24
年
度
の
水
道

事
業
会
計
お
よ
び
病
院
事
業
会
計
の
決
算

審
査
に
か
か
る
意
見
書
を
、
市
長
に
提
出

し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

●
業
務
実
績
に
つ
い
て

　

当
年
度
末
の
給
水
戸
数
は
９
、９
１
５

戸
で
、
前
年
度
末
よ
り
９
４
戸
減
少
し
、

給
水
人
口
は
２
万
８
９
人
で
、
前
年
度
よ

り
４
０
５
人
減
少
し
て
い
ま
す
。
総
有
収

水
量
は
３
１
４
万
３
、０
６
１
㎥
で
、
前

年
度
よ
り
１
４
万
５
、６
６
３
㎥
減
少
し

ま
し
た
。

●
建
設
改
良
工
事
に
つ
い
て

　
上
水
道
は
、
北
浦
西
町
の
老
朽
管
布
設

替
工
事
５
９
２・
０
ｍ
等
や
新
桂
山
配
水

池
更
新
事
業
で
は
、
配
水
池
造
成
工
事

が
完
了
し
ま
し
た
。
簡
易
水
道
に
お
い

て
は
、
須
賀
利
の
配
水
管
布
設
替
工
事

８
２・
９
ｍ
と
三
木
浦
の
配
水
管
布
設
替

工
事
１
０
８・３
ｍ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

●
経
営
成
績
に
つ
い
て

　

収
益
的
収
支
で
は
、
事
業
収

益
は
前
年
度
よ
り
４・
９
％
減
少

し
、
５
億
９
、４
５
９
万
３
８
８
円

で
、
事
業
費
用
は
１・
０
％
増
加

し
、
５
億
１
、４
５
６
万
８
、４
３
９

円
と
な
り
、
当
年
度
で
純
利
益
８
、

０
０
２
万
１
、９
４
９
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
経
営
比
率
に
つ
い
て

　

営
業
収
支
比
率
は
１
３
２・
２
％
で
、

前
年
度
よ
り
９・
１
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て

い
ま
す
。
総
収
支
比
率
は
１
１
５・
５
％

で
、
前
年
度
よ
り
７・
３
ポ
イ
ン
ト
低
下

し
ま
し
た
。

　
今
後
期
待
す
る
点
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

①
有
収
率
が
低
い
原
因
は
、
老
朽
配
水
管

に
よ
る
漏
水
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
予
想
さ
れ
る
大
規
模
地
震
津
波
災
害

等
の
災
害
へ
の
対
応
と
併
せ
、
引
き
続
き

計
画
的
な
管
路
整
備
を
推
進
し
て
ほ
し

い
。

②
過
疎
・
高
齢
化
、
地
域
経
済
の
低
迷
、

市
民
の
節
水
意
識
の
浸
透
な
ど
に
よ
り
有

収
水
量
（
水
道
使
用
量
）
は
、
減
少
傾
向

を
辿
っ
て
お
り
、
厳
し
い
経
営
状
況
が
続

く
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
の
で
、
一
層
の

水
需
要
拡
大
に
努
め
て
ほ
し
い
。
今
後
、

一
層
効
率
的
な
経
営
に
努
め
る
と
と
も

に
、
剰
余
金
の
処
分
に
当
た
っ
て
は
、
積

立
金
の
増
額
に
充
て
る
な
ど
資
金
の
確
保

を
図
っ
て
ほ
し
い
。

病
院
事
業
会
計

●
業
務
実
績
に
つ
い
て

　

病
院
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
入
院

患
者
数
は
７
万
７
、７
０
６
人
（
１
日
平

均
２
１
２・
８
人
）
で
、
外
来
患
者
数

は
１
０
万
８
、６
２
３
人
（
１
日
平
均

４
４
３・
３
人
）
と
な
り
、
前
年
度
と
比

較
し
て
、
入
院
患
者
数
は
４
、２
３
０
人
、

外
来
患
者
数
は
２
、５
１
５
人
減
少
し
て

い
ま
す
。
病
床
利
用
率
は
８
３・４
％
で
、

三
重
県
下
12
公
立
病
院
の
平
均
病
床
利
用

率
６
７・
６
％
（
平
成
23
年
度
）
を
大
幅

に
上
回
り
ま
し
た
。

●
経
営
成
績
に
つ
い
て

　

収
益
的
収
支
で
は
、
事
業
収
益

は
前
年
度
よ
り
１・
５
％
減
少
し
、

４
３
億
７
８
４
万
５
、８
５
２
円
で
、
事

業
費
用
は
前
年
度
よ
り
０・２
％
増
加
し
、

４
５
億
３
、５
５
４
万
９
、０
０
４
円
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
当
年
度
で

純
損
失
２
億
２
、７
７
０
万
３
、１
５
２

円
が
計
上
さ
れ
、
累
積
欠
損
金
は

４
４
億
７
、５
７
５
万
２
、４
４
２
円
と
な

り
ま
し
た
。

●
経
営
比
率
に
つ
い
て

　

医
業
収
支
比
率
は
９
４・
１
％
で
、
前

年
度
と
比
較
す
る
と
４・
４
ポ
イ
ン
ト

低
下
し
て
い
ま
す
。
総
収
支
比
率
は

９
４・
９
％
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と

１・８
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
ま
し
た
。

　
今
後
期
待
す
る
点
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

①
尾
鷲
総
合
病
院
は
東
紀
州
の
中
核
病
院

と
し
て
、
３
６
５
日
24
時
間
の
救
急
体
制

を
維
持
し
、
住
民
の
安
全
安
心
の
た
め
の

医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、
医
師
・
看

護
師
の
確
保
が
極
め
て
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
当
年
度
末
の
医
師
数
は

15
名
、
看
護
師
数
は
１
６
２
名
で
、
前
年

度
末
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
１
名
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
の
連
携
を

緊
密
に
し
医
師
・
看
護
師
の
確
保
に
万
全

を
期
し
て
ほ
し
い
。

②
当
年
度
未
処
理
欠
損
金
は
44
億
円
を
超

え
て
お
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
後
予
想
さ
れ
る

人
口
動
態
や
高
速
道
路
の
延
伸
に
伴
い
患

者
の
流
出
が
増
加
す
る
こ
と
な
ど
を
勘
案

し
ま
す
と
、
患
者
数
の
大
幅
な
増
加
は
望

め
ず
、
医
業
収
益
の
大
幅
な
確
保
を
図
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
、
病
院

経
営
の
抜
本
的
な
改
善
計
画
に
つ
い
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

引
き
続
き
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

り
、一
層
収
益
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、

費
用
の
削
減
を
徹
底
し
、
経
営
状
態
の
改

善
に
努
め
て
ほ
し
い
。

　
な
お
、
病
院
事
業
会
計
に
対
す
る
負
担

金
に
つ
い
て
は
、
国
の
繰
出
基
準
や
市
の

医
療
政
策
な
ど
幅
広
い
観
点
か
ら
検
討
が

さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　
　
お
問
い
合
わ
せ

監
査
委
員
事
務
局　
☎
㉓
８
１
５
０



⓭

　
三
重
県
で
は
、
昭
和
19
年
12
月

７
日
に
東
南
海
地
震
が
起
き
た
こ

と
か
ら
、
12
月
７
日
を
「
み
え
地

震
対
策
の
日
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を

は
じ
め
、
世
界
各
地
で
も
大
き
な

地
震
が
起
こ
り
、
建
物
の
倒
壊
や

火
災
、
津
波
に
よ
っ
て
大
き
な
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
尾
鷲
で

も
過
去
に
何
度
も
地
震
・
津
波
に

よ
る
被
害
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
大
地
震
は
一
定
の

周
期
で
起
こ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
て
、
そ
の
中
で
も
、
東
南
海
地

震
は
今
後
30
年
間
に
起
こ
る
確
率

は
60
～
70
％
以
上
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
被
害
を
少
し
で
も
少
な
く
す
る

た
め
、
過
去
に
起
こ
っ
た
地
震
・

津
波
を
教
訓
と
し
、
大
地
震
の
到

来
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

■
東
南
海
地
震
（
１
９
４
４
年
）

　
昭
和
19
年
12
月
７
日
、
志
摩
半

島
の
東
南
40
㎞
を
震
源
と
し
て
発

生
し
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７・
９

と
い
う
非
常
に
大
き
な
地
震
で
し

た
。
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
は
主

に
東
海
地
方
で
、死
者
の
数
は
１
、

２
２
３
人
に
の
ぼ
り
、
尾
鷲
で
も

約
65
人
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
震
に
よ
っ
て
尾
鷲
に
押
し

寄
せ
た
津
波
の
高
さ
は
、
高
い
と

こ
ろ
で
９
ｍ
以
上
に
も
な
り
、
町

の
中
は
倒
壊
し
た
家
屋
や
津
波
に

よ
っ
て
打
ち
上
げ
ら
れ
た
船
舶
に

よ
り
、
悲
惨
な
状
態
と
な
り
ま
し

た
。

■
チ
リ
津
波
（
１
９
６
０
年
）

　
昭
和
35
年
５
月
23
日
、
日
本
か

ら
は
る
か
遠
く
離
れ
た
南
米
の
チ

リ
沖
で
発
生
し
た
大
地
震
に
よ
る

津
波
が
、
翌
24
日
未
明
、
日
本
各

地
の
沿
岸
に
襲
来
し
ま
し
た
。

　
三
陸
沿
岸
で
は
高
さ
６
ｍ
の
津

波
を
観
測
し
た
所
も
あ
り
、
三
陸

沿
岸
を
含
め
北
海
道
南
岸
、
志
摩

半
島
な
ど
で
大
き
な
被
害
が
出
ま

し
た
。
当
時
の
記
録
に
よ
る
と
、

尾
鷲
で
は
午
前
３
時
44
分
に
引
き

潮
を
確
認
。
約
40
分
後
の
４
時
24

分
に
第
１
波
１・
４
１
ｍ
が
観
測

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
午
前
５

時
40
分
に
最
大
３・
１
７
ｍ
の
津

波
が
観
測
さ
れ
、
６
時
40
分
ま
で

に
合
計
23
波
が
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
津
波
は
、
昭
和
19
年
の
東

南
海
地
震
の
津
波
に
比
べ
て
押
し

寄
せ
る
波
の
速
度
が
緩
や
か
で

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
反

面
、
引
き
潮
の
勢
い
は
強
烈
で
、

漁
船
や
ド
ラ
ム
缶
、材
木
、土
砂
、

家
具
ま
で
も
が
海
に
引
き
ず
り
込

ま
れ
た
よ
う
で
す
。

■
兵
庫
県
南
部
地
震

　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
９
５
年
）

　
記
憶
に
も
新
し
い
平
成
７
年
１

月
17
日
に
起
き
た
阪
神
・
淡
路

大
震
災
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
地

震
は
、
死
者
・
行
方
不
明
者
合

わ
せ
て
６
、４
３
７
人
、
負
傷
者

４
３
、７
９
２
人
、
住
宅
の
全
半

壊
数
２
４
９
、１
８
０
棟
、
30
万

人
以
上
が
避
難
す
る
と
い
っ
た
戦

後
最
大
の
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
地
震
は
東
南
海
地
震
な
ど

の
海
底
で
発
生
し
た
地
震
と
は
異

な
り
、
都
市
部
の
直
下
で
起
き
た

地
震
で
あ
り
、
震
度
７
が
記
録
さ

れ
ま
し
た
。
地
震
直
後
か
ら
発
生

し
た
火
災
は
、
住
宅
が
密
集
し
て

い
た
こ
と
と
、
断
水
に
よ
り
消
火

栓
が
使
用
不
能
と
な
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
瞬
く
間
に
燃
え
広
が

り
、
焼
損
し
た
建
物
の
数
は
７
、

４
８
３
棟
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
発
生
時
刻
が
午
前
５
時

46
分
と
夜
明
け
前
で
あ
っ
た
た
め

就
寝
中
の
人
が
多
く
、
死
者
全
体

の
８
割
近
く
の
約
５
千
人
が
、
倒

壊
し
た
家
屋
の
下
敷
き
と
な
っ
て

亡
く
な
り
、
特
に
１
階
で
就
寝
中

の
人
に
そ
の
被
害
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。
倒
壊
し
た
建
物
は
、

１
９
８
２
年
の
建
築
基
準
法
改
正

前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
家
屋
が
多

く
、
改
正
さ
れ
た
建
築
基
準
法
の

有
効
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

■
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震

　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
０
４
年
）

　
近
年
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
周
辺
で

は
大
規
模
な
地
震
が
毎
年
の
よ
う

に
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
16

年
12
月
26
日
に
発
生
し
た
こ
の
地

震
で
は
、
観
光
客
が
撮
影
し
た
と

思
わ
れ
る
映
像
に
、
沿
岸
に
押
し

寄
せ
る
津
波
の
様
子
が
明
確
に
映

し
出
さ
れ
、
全
て
を
飲
み
込
ん
で

い
く
津
波
の
恐
ろ
し
さ
や
逃
げ
ま

ど
う
人
々
の
映
像
は
全
世
界
に
衝

撃
を
与
え
ま
し
た
。

　
当
時
、
被
災
地
の
多
く
は
大
規

模
な
地
震
や
津
波
を
経
験
し
た
こ

と
が
な
く
、
津
波
に
関
す
る
警
報

や
注
意
が
あ
ま
り
行
わ
れ
ず
、
被

害
を
拡
大
さ
せ
る
大
き
な
要
因
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
地
震
・
津
波

に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
人
は
20
万

人
以
上
と
な
り
、
年
末
や
ク
リ
ス

マ
ス
休
暇
で
現
地
を
訪
れ
て
い
た

観
光
客
も
多
く
、
日
本
人
も
40
人

が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、
家
族
で
地
震
が

起
き
た
と
き
の
行
動
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
し
っ
か
り
と
対
策
を
立

て
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
尾
鷲
に
お
け
る
過
去
の
地
震
津

波
に
関
す
る
資
料
や
体
験
談
集

を
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。（
防
災
→
防
災
基
礎
知
識
→

過
去
の
災
害
記
録
）

お
問
い
合
わ
せ

防
災
危
機
管
理
室
☎
㉓
８
１
１
８

防
災
お
わ
せ

▲津波被害の北浦の様子

▲チリ津波の様子



⓬

　一定期間に支払った医療費と介護費の自己負担額が一定の基準額を超える場合、その超えた額が支給される制度に
ついてお知らせします。
■支給要件・支給額

　平成 24 年 8 月から平成 25 年 7 月までに支払った医療保険、介護保険の自己負担額が、次の基準額を超える場合
に、その超えた金額を支給します。ただし、計算結果が 500 円以下となる場合は支給されません。

【70 歳以上の人】
　①医療費負担割合が「3 割」の人・・・・・ 67 万円
　②世帯全員が市町村民税非課税・・・・・・ 31 万円
　③②のうち、世帯全員の所得が年金収入 80 万円以下など一定以下の場合・・・19 万円
　④①・②・③以外の場合・・・・・・・・・ 56 万円

【70 歳未満の人】
　①世帯全員の合計所得が 600 万円以上・・・126 万円
　②世帯全員が市町村民税非課税・・・・・・ 34 万円
　③①・②以外の場合・・・・・・・・・・・ 67 万円
■申請手続きでの留意点

○国民健康保険や後期高齢者医療制度の被保険者で、支給の対象となる人には、1 月ごろにお知らせする予定です。
お知らせが届いたら申請してください。

　　なお、申請先は、7 月 31 日時点の加入保険者です。
○次に該当する人には、申請の対象となる旨のお知らせができない場合がありますので、該当する場合には、ご注意
ください。

　平成 24 年 8 月から平成 25 年 7 月末までの間に、
　　・市区町村を越えて転居した人
　　・加入医療保険を変更した人

お問い合わせ　市民サービス課　☎㉓８１９３

　平成２５年１０月１日より児童扶養手当特別児童扶養手当
の支給額が変更となりました。
◆児童扶養手当制度とは？

　父母の離婚などにより、父又は母と生計を同じくしてい
ない子どもが育成される家庭（ひとり親家庭）の生活の安
定と自立の促進に寄与し、子どもの福祉の増進を図ること
を目的とした制度です。

（額改定について）
　手当の額は、請求者及び配偶者、扶養義務者の前年所得
によって決まります。
　全部支給の方は、４１，１４０円、一部支給の方は所得
に応じて４１，１３０円から９，７１０円までの１０円単位
の額
※平成２５年８月、９月分につきましては、以前の支給額
となりますので、ご注意ください。
※児童が２人の場合は、上記金額に５，０００円の加算、
３人以上はさらに３，０００円ずつ加算されます。
◆特別児童扶養手当制度とは？

　身体や精神に障害のある 20 歳未満の子どもを養育して
いる父母などに特別児童扶養手当を支給し、児童の福祉の
増進を図るための制度です。

（額改定について）
　障がい等級１級の方は、５０，０５０円、２級の方は、
３３，３３０円になります。
※平成２５年８月、９月分につきましては、以前の支給額
となりますので、ご注意ください。

お問い合わせ　福祉保健課　☎㉓ 8202
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11/2 ㈯　今年で３回目となった「尾鷲魚まつり」。
やっぱり人気はマグロの解体ショー！大勢の人が
食い入るように見ていました。

11/3㈷　「第 28 回全国尾鷲節コンクール」今年は、
市内外から 86 人が参加。優勝は石川県の吉田菜
央美さん（写真）。

11/3-4　書道・絵画等 177 人の自慢の３91 点
　が展示された市民文化展。

11/16-17　２日間で延べ 680 人が参加したおわ
せ海・山ツーデーウォーク。尾鷲の景色を満喫！

 

氷
ひ か み

上　稜
りょうや

也　くん
( 早田町、父・泰基　母・彩香 )

1 歳おめでとう！！
りょうちゃんスマイルでみん
なをたくさん癒してね

浅
あ さ の

野　楓
ふ う と

登　くん
( 瀬木山町、父・剛弘　母・真希 )

兄弟仲よく♡
元気いっぱい遊んで
　　　　大きくなーれっ！！

田
た さ き

㟢　飛
ひ な た

向　くん
( 新田町、父・丈範　母・実穂）

いつもニコニコ (^_^) ワンワン
大好きなヒナ坊★これからも
元気にすくすく育ってね♪

津
つ だ

田　琉
りゅうせい

星　くん
( 新田町、父・崇　母・香 )

食べることが大好きな　りゅ
うチャン★　生まれてきてく
れてありがとう♡

☆満１歳の赤ちゃんの写真大募集 !! 写真に赤ちゃんの名前（よみがな）・保護者の住所・氏名・電話番号・コメントを添えて秘書広報係まで申し込みください☆



⓮

　
市
で
は
、
共
働
き
な
ど
で
昼
間
に
保
護
者
が
い
な
い
家
庭
の
児
童
を
対
象
に
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）「
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
」
と
「
く
れ
よ
ん
」
を
開
設
し
、
子
ど
も
た

ち
の
健
全
な
育
成
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
や
学
習
を
取
り
入
れ
な
が
ら
充
実
し
た
時
間
を
提
供
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
児
童

　
昼
間
、
家
庭
に
保
護
者
な
ど
が
い
な
い
新
１
年
生
（
平
成
26
年
４
月
入
学
予
定
）

▼
利
用
時
間

　
平
日　
授
業
終
了
か
ら
午
後
５
時
30
分

　
土
曜　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
０
時
30
分

　
夏
休
み
な
ど
休
校
時　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分

　
休
園
日　
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
な
ど
ク
ラ
ブ
の
定
め
る
日

▼
利
用
料

　
月
額
１
万
円
（
２
人
目
以
降
は
半
額
）

　
※
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
は
７
千
円

▼
申
込
期
間

　
12
月
３
日
㈫
～
14
日
㈮

　
※
申
請
書
は
12
月
３
日
㈫
か
ら
福
祉
保
健
課
で
配
布
し
ま
す
。

▼
募
集
児
童
数

名　
称

所
在
地

定
員

長
期
休
暇
時
の
短
期
入
所

わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
中
村
町
４
番
11
号

尾
鷲
幼
稚
園
２
階

40
人

な
し

く
れ
よ
ん

栄
町
５
番
５
号

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階

19
人

あ
り

（
入
所
の
状
況
に
よ
り
ま
す
）

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　
福
祉
保
健
課　
☎
㉓
８
２
０
２

　
幼
稚
園
は
、
幼
児
の
健
や
か
な
成
長
を
促
し
、
そ
の
後
の
義
務
教
育
の
基
礎
を
培
う
こ
と

を
目
的
と
し
、
市
の
幼
稚
園
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

・
園
児
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
、
家
庭
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た

　
適
切
な
指
導
を
工
夫
す
る
。

・
友
だ
ち
や
地
域
の
人
た
ち
と
関
わ
る
中
で
人
と
か
か
わ
る
力
を
養
い
、
自
分
も
友
だ
ち
も

　
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
育
て
る
。

・
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、
共
に
子
育
て
を
進
め
る
場
・
親
と
子
の
育
ち
の
場
と
な

　
る
こ
と
を
目
指
す
。

・
小
学
校
へ
ス
ム
ー
ズ
に
入
学
で
き
る
よ
う
に
、
小
学
校
と
連
携
を
図
る
。

▼
受
付
期
間　
12
月
２
日
㈪
～
13
日
㈮

　
※
平
日　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で

▼
受
付
場
所　
尾
鷲
幼
稚
園 

・ 

三
木
幼
稚
園 

　
※
入
園
願
書
は
、
各
幼
稚
園
で
配
布
し
ま
す

▼
保
育
年
齢　

　
１
年
保
育
（
５
歳
児
）
…
平
成
20
年
４
月
２
日
～
平
成
21
年
４
月
１
日
生

　
２
年
保
育
（
４
歳
児
）
…
平
成
21
年
４
月
２
日
～
平
成
22
年
４
月
１
日
生

　
３
年
保
育
（
３
歳
児
）
…
平
成
22
年
４
月
２
日
～
平
成
23
年
４
月
１
日
生　

　
※
た
だ
し
、
３
年
保
育
は
三
木
幼
稚
園
の
み
実
施

▼
募
集
園
児
数

幼
稚
園
名

所
在
地

保
育
期
間

募
集
人
員

尾
鷲
幼
稚
園

中
村
町
４
番
11
号

１
年
保
育
（
５
歳
児
）

35
人

２
年
保
育
（
４
歳
児
）

30
人

三
木
幼
稚
園

三
木
浦
町
３
９
１
番
地

１
年
保
育
（
５
歳
児
）

30
人

２
年
保
育
（
４
歳
児
）

30
人

３
年
保
育
（
３
歳
児
）

10
人

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　
教
育
総
務
課　
☎
㉓
８
２
９
１



⓱

　
晩
秋
か
ら
初
冬
、
東
紀
州
の
磯

辺
は
、
ツ
ワ
ブ
キ
な
ど
い
く
つ
か

の
キ
ク
科
の
花
で
彩
ら
れ
ま
す
。

そ
の
中
に
は
キ
イ
シ
オ
ギ
ク
の
濃

い
黄
色
の
花
も
見
ら
れ
ま
す
。
キ

イ
シ
オ
ギ
ク
は
、
名
前
の
よ
う
に

紀
伊
半
島
の
海
岸
部
に
だ
け
分
布

し
、
三
重
県
の
大
王
埼
か
ら
和
歌

山
県
の
日
の
岬
ま
で
生
育
し
て
い

ま
す
。
花
に
は
キ
ク
の
よ
う
な
花

び
ら
（
舌
状
花
）
が
な
く
、
筒
状

の
花
の
集
ま
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
仲
間
に
は
シ
オ
ギ
ク
や
各

地
で
観
賞
用
に
栽
培
さ
れ
て
い
る

イ
ソ
ギ
ク
が
あ
り
、
ど
れ
も
非
常

に
よ
く
似
て
い
ま
す
。
で
も
自
生

地
は
、
は
っ
き
り
と
分
か
れ
て
い

て
、
イ
ソ
ギ
ク
は
千
葉
県
の
犬
吠

埼
か
ら
静
岡
県
の
御
前
崎
の
間
に

限
ら
れ
、
シ
オ
ギ
ク
は
四
国
の
徳

島
県
東
端
の
蒲
生
田
崎
か
ら
太
平

洋
岸
に
沿
っ
て
高
知
県
物
部
川
ま

で
と
こ
れ
も
ま
た
限
ら
れ
た
分
布

と
な
っ
て
い
ま
す
。
キ
イ
シ
オ
ギ

ク
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
れ
ら
の
間
を

埋
め
る
よ
う
に
分
布
し
、
花
の
形

態
も
両
種
の
中
間
的
な
特
徴
を
示

し
て
い
ま
す
。

  

キ
イ
シ
オ
ギ
ク
は
、
シ
オ
ギ
ク

と
イ
ソ
ギ
ク
の
雑
種
と
し
て
生

じ
、
そ
れ
が
長
い
年
月
を
経
て
独

立
種
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
最
初
に
雑
種
が
生

ま
れ
た
の
は
、
今
の
日
本
列
島
が

で
き
る
前
の
遠
い
昔
の
こ
と
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
早
い
も
の
で
今
年
も
残
り
わ
ず

か
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
い
つ

ま
で
も
暑
い
日
が
続
い
た
た
め
、

冬
が
来
る
の
か
と
思
う
く
ら
い
で

し
た
が
、
気
象
予
報
に
よ
る
と
例

年
よ
り
も
寒
い
冬
に
な
る
と
か

…
。

　
冬
と
い
え
ば
か
ぜ
・
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
の
感
染
症
が
心
配
で

す
。
こ
の
時
季
を
元
気
に
乗
り
切

る
た
め
に
普
段
か
ら
の
生
活
習
慣

で
感
染
症
予
防
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

◎
手
洗
い

　
感
染
症
予
防
の
基
本
中
の
基

本
。
机
、
水
道
栓
、
ド
ア
ノ
ブ
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ボ
タ
ン
、
吊
革

な
ど
に
付
着
し
た
病
原
体
が
、

手
を
介
し
て
口
、
目
、
鼻
な
ど

の
粘
膜
か
ら
体
内
に
入
り
、
感

染
し
ま
す
。
石
鹸
に
よ
る
こ
ま

め
な
手
洗
い
が
、
感
染
の
機
会

を
少
な
く
し
ま
す
。

◎
う
が
い

　
う
が
い
は
日
本
独
特
の
感
染

予
防
の
生
活
習
慣
で
す
。
こ
の

効
果
に
つ
い
て
は
、
う
が
い
を

し
た
場
合
の
発
症
確
率
は
う
が

い
を
し
な
い
場
合
に
比
べ
て

40
％
低
下
す
る
と
し
た
報
告
が

あ
り
ま
す
。

◎
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

　
咳
や
く
し
ゃ
み
を
し
た
時
の

し
ぶ
き
に
は
ウ
イ
ル
ス
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
を

す
る
こ
と
で
、
自
分
の
し
ぶ
き

で
他
人
に
う
つ
さ
な
い
よ
う
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
咳

や
く
し
ゃ
み
は
手
で
は
な
く
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ハ
ン
カ
チ
で
遮

る
こ
と
を
す
す
め
ま
す
。

◎
湿
度
・
換
気

　
室
内
の
環
境
で
注
意
す
る
こ

と
は
、
湿
度
と
換
気
で
す
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
乾

燥
し
た
空
気
を
好
み
ま
す
か

ら
、
部
屋
の
な
か
の
湿
度
管
理

と
こ
ま
め
な
換
気
を
忘
れ
ず
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ぬ
れ
タ
オ
ル
を
室
内
に
つ
る

し
て
お
く
こ
と
で
湿
度
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加
湿
器

を
使
う
場
合
は
、
清
掃
・
掃
除

を
こ
ま
め
に
し
て
、
カ
ビ
や
雑

菌
が
繁
殖
し
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

た
人
が
く
し
ゃ
み
を
し
た
後
に

は
、
空
気
中
に
長
時
間
ウ
イ
ル

ス
が
残
っ
て
い
る
た
め
、
換
気

す
る
こ
と
に
よ
り
ウ
イ
ル
ス
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　
こ
の
冬
は
以
上
の
よ
う
な
感
染

症
予
防
の
基
本
を
生
活
習
慣
の
中

で
意
識
し
て
実
行
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
、
も
ち
ろ
ん
体
力
づ
く
り

の
基
本
で
あ
る
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
、
十
分
な
睡
眠
を
と
る

こ
と
で
よ
り
一
層
元
気
に
過
ご
し

ま
し
ょ
う
！

お
問
い
合
わ
せ

健
康
長
寿
推
進
係
☎
㉓
３
８
７
１

み
ん
な
で

　健
康
づ
く
り

か
ぜ
・
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
を
予
防
し
よ
う
！

▲キイシオギクの花

▲磯の岩場に咲く
　　　キイシオギク



⓰

　
熊
野
古
道
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
世
界
遺
産
「
紀
伊
山
地
の
霊

場
と
参
詣
道
」
は
、
来
年
の
７
月

に
登
録
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
三

重
・
奈
良
・
和
歌
山
の
三
県
に
及

ぶ
資
産
は
、神
聖
性
の
高
い
自
然
、

環
境
を
な
す
人
工
林
、
宗
教
儀
礼

や
祝
祭
な
ど
が
多
様
で
、
東
ア
ジ

ア
で
も
顕
著
な
価
値
が
あ
る
と
し

て
、
平
成
16
年
７
月
、
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
資
産
を
構
成
す
る
三
県
は
、
次

の
と
お
り
「
紀
伊
山
地
の
参
詣
道

ル
ー
ル
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

①
人
類
の
遺
産
を
み
ん
な
で
守
り

　
ま
す

　
紀
伊
山
地
の
自
然
や
文
化
に

ふ
れ
、
学
び
、
私
た
ち
共
有
の

資
産
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
み
ん

な
の
力
で
末
永
く
後
世
へ
伝
え

ま
し
ょ
う
。

②
い
に
し
え
か
ら
の
祈
り
の
心
を

　
た
ど
り
ま
す

　
こ
の
道
に
は
、
祈
り
を
捧
げ

て
き
た
多
く
の
足
跡
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
今
な
お
続
く
人
々

の
心
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
歩

き
ま
し
ょ
う
。

③
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
、
心
の
ふ
れ

　
あ
い
を
深
め
ま
す

　
出
会
っ
た
人
と
声
を
か
け
あ

い
、
ま
た
地
域
の
人
々
と
も
交

流
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

④
動
植
物
を
と
ら
ず
、
持
ち
込
ま

　
ず
、
大
切
に
し
ま
す

　
貴
重
な
動
植
物
が
生
息
す
る

紀
伊
山
地
で
は
、
存
在
す
る
も

の
全
て
が
大
切
な
資
産
で
す
。

自
然
を
愛
し
、
守
る
心
を
持
ち

続
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
計
画
と
装
備
を
万
全
に
、
ゆ
と

　
り
を
も
っ
て
歩
き
ま
す

　
道
中
は
何
が
起
こ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
中
に
は
険
し
い
道

も
あ
る
の
で
、
天
候
・
体
調
・

装
備
な
ど
を
十
分
考
え
て
、
無

理
を
せ
ず
歩
き
ま
し
ょ
う
。

⑥
道
か
ら
は
ず
れ
な
い
よ
う
に
し

　
ま
す

　
道
を
は
ず
れ
る
こ
と
は
危
険

で
あ
り
、
植
生
な
ど
を
傷
め
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
む
や
み

に
周
囲
に
踏
み
込
ま
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

⑦
火
の
用
心
を
こ
こ
ろ
が
け
ま
す

　

タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
火

災
は
起
こ
り
ま
す
。
火
気
の

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

⑧
ゴ
ミ
を
持
ち
帰
り
、
き
れ
い
な

　
道
に
し
ま
す

　
地
域
の
人
た
ち
が
古
く
か
ら

守
り
つ
づ
け
て
き
た
道
で
す
。

ゴ
ミ
を
持
ち
帰
り
、
来
た
時

よ
り
も
美
し
い
道
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　
暮
ら
し
や
文
化
と
密
接
に
関
わ

り
な
が
ら
、
歴
史
的
に
日
本
人
の

さ
ま
ざ
な
信
仰
と
結
び
つ
い
て
き

た
熊
野
古
道
。
こ
の
か
け
が
え
の

な
い
宝
と
、
そ
こ
か
ら
も
た
ら
さ

れ
る
恩
恵
を
末
永
く
分
か
ち
合
え

る
よ
う
、熊
野
古
道
と
と
も
に「
紀

伊
山
地
の
参
詣
道
ル
ー
ル
」
も
守

り
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
㉓
８
２
９
３

　
ヒ
ラ
ソ
ウ
ダ
は
ス
ズ
キ
目
サ
バ

科
ソ
ウ
ダ
ガ
ツ
オ
属
の
魚
で
、
尾

鷲
で
は
ソ
マ
と
い
い
ま
す
。
カ
ツ

オ
よ
り
小
ぶ
り
で
、
マ
ル
ソ
ウ
ダ

と
よ
く
似
て
い
ま
す
。

　
ヒ
ラ
ソ
ウ
ダ
は
鰓
蓋
の
後
ろ
に

続
く
三
角
の
鱗
の
部
分
が
第
二
背

鰭
ま
で
伸
び
ず
、
糸
状
に
な
り
、

マ
ル
ソ
ウ
ダ
で
は
第
二
背
鰭
ま
で

伸
び
て
か
ら
糸
状
に
な
り
ま
す
。

　
ヒ
ラ
ソ
ウ
ダ
の
新
鮮
な
も
の
は

生
食
が
可
能
で
あ
る
一
方
、
マ
ル

ソ
ウ
ダ
は
ヒ
ス
タ
ミ
ン
中
毒
を
起

こ
し
や
す
い
の
で
生
食
に
は
向
き

ま
せ
ん
。
ヒ
ス
タ
ミ
ン
と
は
、
赤

身
魚
に
多
く
含
ま
れ
る
ア
ミ
ノ
酸

の
一
種
で
あ
る
ヒ
ス
チ
ジ
ン
が
、

細
菌
や
魚
自
身
が
持
つ
酵
素
の
は

た
ら
き
に
よ
り
産
生
さ
れ
る
物
質

で
、
大
人
が
一
人
当
た
り
22
～

３
２
０
㎎
以
上
食
べ
る
と
食
中
毒

を
発
症
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す

　
三
重
大
学
の
研
究
に
よ
り
、
ヒ

ラ
ソ
ウ
ダ
の
血
液
中
に
ヒ
ス
タ
ミ

ン
を
産
生
す
る
酵
素
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
ま
し

た
。
漁
師
さ
ん
は
ヒ
ラ
ソ
ウ
ダ
を

自
分
の
お
か
ず
に
す
る
時
に
は
、

漁
獲
後
す
ぐ
に
首
を
折
っ
て
活
け

締
め
を
し
、
血
抜
き
を
し
て
い
ま

す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
鮮
度
が
保

持
さ
れ
、
ヒ
ス
タ
ミ
ン
中
毒
の
予

防
に
も
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
脂
が
乗
っ

た
ヒ
ラ
ソ
ウ
ダ
の
刺
身
は
非
常
に

美
味
し
く
、
カ
ツ
オ
の
刺
身
よ
り

も
こ
ち
ら
を
好
む
人
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
美
味
し
い
の
に
値
段

は
比
較
的
お
手
頃
、
刺
身
や
焼
き

に
し
て
食
べ
ら
れ
、
庶
民
的
な
魚

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

紀伊山地の参詣道
みち

ルール

ヒ
ラ
ソ
ウ
ダ



⓳

当 番 医

当 番 薬 局

午前９時から午後５時まで
※２９日は午後６時まで

　時間は原則として午前９時～午後５時
　救急医療情報システムは☎㉒１１９９
◎変更する場合もあります。
◎紀北医師会
　http://www.kihoku-med.or.jp/

　各診療所での休日診療は、原則、第１・
３・５日曜日です。なお尾鷲総合病院
では、すべての休日に、紀北医師会の
当番医が一次診療を行っています。

月　日 医　院　名 電　話
12/  1 玉置眼科 ㉒５６１１
12/15 三木浦診療所 ㉘２３１６
12/29 きば内科ｸﾘﾆｯｸ ㉒３５３５

月　日 薬　局　名　
12/  1 くろだ薬局
12/  8 くろだ薬局
12/15 くろだ薬局
12/22 くろだ薬局
12/23 くろだ薬局・山下薬局
12/29 イシブチ薬局古戸センター

休日の急病はこちら ◎胃・肺がん検診（自己負担金があります）

実施日
受付
時間

会場 定員

12月 8日㈰
　（申し込みは
　　　　当日でも可）

8:30
～
9:30

福祉保健センター 胃がん 50人
肺がん 100人

「
て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
60
万
歩
の
旅
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
よ
り
楽
し
み
な
が
ら
続
け
ら
れ
る
「
て
く
て
く

ウ
ォ
ー
ク
60
万
歩
の
旅
」
マ
ッ
プ
を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
18
種
類
の
マ
ッ
プ
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
配
布
先　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
完
歩
達
成
者
（
※
順
不
同
）

⑦
土
佐
の
国
編

　
川
口
洋
司
さ
ん
、
中
西
絹
子
さ
ん
、
山
本
恵
美
さ
ん
、　

　
世
古
將
さ
ん

⑥
阿
波
の
国
編

　
世
古
將
さ
ん
、
山
本
恵
美
さ
ん
、
加
藤
年
代
さ
ん
、
大
倉
幸
子
さ
ん
、

　
梶
田
美
織
さ
ん

⑤
周
防
灘
編

世
古
將
さ
ん
、
山
本
恵
美
さ
ん
、
加
藤
年
代
さ
ん
、
加
藤
一
至
さ
ん
、

大
倉
幸
子
さ
ん
、
山
下
み
さ
子
さ
ん
、
舟
瀬
蔀
さ
ん
、

梶
田
美
織
さ
ん
、
川
口
孝
子
さ
ん
、
山
田
房
子
さ
ん

④
瀬
戸
内
編

　
東
五
百
三
さ
ん
、
加
藤
年
代
さ
ん
、
山
下
み
さ
子
さ
ん
、　

　
川
口
孝
子
さ
ん
、
高
芝
治
子
さ
ん
、
山
田
房
子
さ
ん

③
奈
良
・
京
都
編 

　
高
芝
治
子
さ
ん
、
榎
本
静
代
さ
ん
、
上
岡
雅
代
さ
ん
、　

　
世
古
伊
都
子
さ
ん
、
桑
原
保
さ
ん
、
中
川
務
さ
ん
、
谷
口
勇
吉
さ
ん
、

　
谷
口
須
美
子
さ
ん

②
東
海
道
編

　
大
藤
和
子
さ
ん
、
谷
口
須
美
子
さ
ん
、
村
山
順
子
さ
ん
、　

　
梶
田
卓
斌
さ
ん
、
内
山
千
美
子
さ
ん
、
谷
口
勇
吉
さ
ん

①
熊
野
古
道
編

　
内
山
千
美
子
さ
ん
、
谷
口
勇
吉
さ
ん
、
村
山
順
子
さ
ん
、　

　
梶
田
卓
斌
さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課
健
康
長
寿
推
進
係　
☎
㉓
３
８
７
１

「Ｋ
コ コ
ｏｋｏ（心）Ｋ

カ ラ
ａｒａ（体）健康Ｄａｙ」

目的：健康づくりのためにウォーキングを日常生活に取り入れるきっ
かけづくりを「体力年齢を知る」「運動をする楽しさを知る」「北
浦コースの見どころを楽しむ」ことにより実施する。

日時：平成 25 年 12 月 8 日（日）
　　　①午前の部　午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分（受付 9 時～）
　　　②午後の部　午後 1 時～ 4 時（受付０時 30 分～）
①定　員：30 名
　内　容：体力年齢測定、骨密度測定等、ソフトバレー
　※午前のみ託児あり（定員先着 20 名）：手遊びほか実施
②定　員：50 名
　内　容：体力年齢測定、骨密度測定等、健康ウォーキング講座
　　　　　「北浦コース」の健康ウォーキング
　※雨天時は、健康ウォーキングを室内講習に変更。
講師：小木曽教授（皇学館大学）
場所：体育文化会館
費用：無料
申し込み先：福祉保健課健康長寿推進係　☎㉓３８７1



⓲

＜企画展＞ 
◎シリーズ熊野のお祭り「尾鷲ヤーヤ祭り」

　毎年 2 月 1 日から 5 日までの 5 日間おこなわれる
尾鷲神社祭礼の「尾鷲ヤーヤ祭り」を紹介する企画展
を開催します。

◇期　間：12 月 21 日 ( 土 ) ～ 2 月 9 日 ( 日 )
　　　　　（12 月 31 日、1 月 1 日は休館）
◇入場料：無料
◇場　所：企画展示室

＜体験学習＞
◎東紀州の四季を味わう料理教室
　　　　　　　　～あったかい生姜料理～

　熊野市赤倉の生姜パウダーを使い体の温まるレシピ
の紹介と調理法をご指導いただきます。

◇日　　時：1 月 12 日（日）午前 10 時～午後 1 時
◇参 加 料：2,000 円
◇定　　員：24 名 ( 要申込 ) 　応募多数の場合は抽選
◇場　　所：体験学習室
◇講　　師：村林新吾氏（相可高校食物調理科教諭）
　　　　　　相可高校生徒（調理クラブ）
◇申込期限：12 月 4 日（水）～１月５日 ( 日 )
　　　　　　午後 5 時まで

◎月別ひのきアート教室「カルタづくり」
　地元の特産品である尾鷲ヒノキを使ったものづくり
教室です。お正月にむけて、ヒノキのカルタをつくり
ます。自分のアイデア次第で楽しさ倍増のカルタにな
りますよ。

◇日　時：12 月 22 日 ( 日 )　午後 1 時～ 4 時
◇参加料：1,000 円
◇定　員：10 名 ( 要申込・先着順 ) 
◇場　所：体験学習室
◇講　師：NPO 法人ひのきアート空

く ら ぶ
楽風

◎お正月スペシャル体験教室
　　　～お正月は熊野古道センターに集まろう～

　熊野古道センターでは、お正月に様々な体験教室を
開催。楽しい想い出づくりに是非ご来館ください。

・1 月 2 日（木）連凧つくり（要申込・先着順）
　　午後１時～３時　参加料：１００円　定員：20 人
・1 月 3 日（金）お餅つき
　　午後 1 時～　（申込不要、無くなり次第終了）　
　　参加料：無料　　　協力：向井老人会
・1 月３日（金）、4 日 ( 土 ) 干支の折り紙「午」
　　午後１時～３時　　　参加料：３００円
　　（申込不要、原材料無くなり次第終了）

お問い合わせ　熊野古道センター　☎㉕２６６６
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　　http://www.kumanokodocenter.com/

毎週日曜日は、申込不要で参加できる「あなたも木工作家！その場でできる木工教室」（午後 1 時～ 3 時受付）
12 月の予定：8 日・15 日（ひのきアート空

く ら ぶ
楽風）22 日（ヒノキのおもちゃ）29 日（木のどうぶつづくり）

お問い合わせ　夢古道おわせ　☎㉒１１２４
ホームページ　http://yumekodo.jp/

●お母ちゃんのランチバイキング ( 午前 11 時～午後 2 時 )
　スルメイカフェアー　12 月 2 日（月）～ 22 日（日）
　一番なじみのあるイカです。焼く、煮る、揚げ物などたくさんの料理が楽しめます。
　ぜひみなさん食べに来てくださいね！ 
●夢古道の湯 ( 午前 10 時～午後 9 時 )
 ・ゆず風呂　12 月 21 日（土）～ 23 日（月）  
　ビタミンＣが豊富なゆず湯につかって風邪の予防に ゆずの香りでリラックス効果 
　ゆず湯に浸かって体も心もあたたかくなりましょう。
 ・リニューアル記念抽選会　12 月 22 日 ( 日 ) ～ 28 日 ( 土 )
 ・スタッフからの 100 のありがとう風呂　12 月 24 日（火）～ 12 月 31 日（火）
　夢古道スタッフ・バイキングのお母ちゃん達から 1 年間の感謝を込めて皆様に
　メッセージを送ります。
 ・毎月 26 日はお風呂の日　　子供料金 300 円が 100 円です。
◇◆◇◆　夢古道モバイル会員募集中 !!　◆◇◆◇
　会員登録すると、最新の各種イベントのお知らせや新商品の紹介、お得な情報や
　無料クーポンなどが配信されます。登録は、右のＱＲコードをご利用ください。

▲登録用ＱＲコード



�

小
津
安
二
郎
・
映
画
会

　
今
年
は
三
重
県
育
ち
の
映
画
監

督
・
小
津
安
二
郎
の
生
誕
１
１
０

年
に
な
り
ま
す
。
県
内
各
地
で

ト
ー
ク
や
上
映
な
ど
が
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
館
で
も
三
重
映
画

フ
ェ
ス
実
行
委
員
会
の
協
力
を
得

て
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
14
日
㈯

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
頃

場
所　
中
央
公
民
館

解
説　
藤
田
明
さ
ん
（
約
20
分
）

上
映　
「
麦
秋
」（
原
節
子
主
演
）

　
　
　
（
約
２
時
間
）

募
集　
高
校
生
以
上
30
人

申
込
み　
12
月
３
日
㈫
か
ら

　
　
　
　
（
電
話
可
）

※
上
映
終
了
後
、
希
望
者
に
よ
る

　
談
話
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
企
画
参
加
者
募
集

　
図
書
館
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に

ち
な
み
、
特
別
企
画
を
実
施
し
ま

す
。
小
物
作
り
の
み
、
事
前
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時　
12
月
19
日
㈭

場
所　
図
書
館
幼
児
室
ほ
か

▼
第
一
部　

お
は
な
し
会
（
自
由
参
加
）　

　
時
間　
午
後
２
時
～
３
時

　
対
象　
幼
児
～
小
学
生

　
内
容　
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ
ア

　
　
　
　
タ
ー
他

▼
第
二
部　

小
物
作
り
（
要
申
込
（
電
話
可
））

　
時
間　
午
後
３
時
～
４
時

　
対
象　
幼
児
（
親
子
で
）・

　
　
　
　
小
学
生
20
人

　
申
込
み　
12
月
３
日
㈫
か
ら

　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

図
書
館
☎
㉓
８
２
８
２

　

尾
鷲
市
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
、
三
木
浦
地
区
の
三
木
浦
婦
人

会
が
、
三
木
浦
町
の
特
産
品
、
手

芸
品
な
ど
を
販
売
す
る
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
「
三
木
浦
こ
い
や
ぁ
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

　
次
回
の
開
店
は
次
の
と
お
り
で

す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
日
時　
12
月
22
日
㈰

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

・
場
所　
三
木
浦
漁
港
前
駐
車
場

　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
三
木
浦

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
☎
㉘
２
８
３
７

　
就
業
者
４
人
以
上
の
製
造
事
業

所
を
対
象
に
、
12
月
31
日
㈫
時
点

で
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

　
対
象
事
業
所
に
は
、
今
月
中
旬

か
ら
調
査
員
が
訪
問
し
て
調
査
票

を
渡
し
、
１
月
中
旬
か
ら
回
収
に

伺
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
の
工
業
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
重
要
調
査
で
、

統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
が
あ

る
統
計
調
査
で
す
。
内
容
は
統
計

作
成
の
目
的
以
外
（
税
の
資
料
な

ど
）
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

市
長
公
室
☎
㉓
８
１
３
２

　
紀
北
地
区
の
中
学
生
７
人
に
よ

る
発
表
と
、
三
船
中
学
の
文
化
活

動
発
表
が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
８
日
㈰

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　
紀
北
教
育
会
館

　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
尾
鷲
市
少
年
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉓
８
２
９
５

　
12
月
11
日
㈬
か
ら
20
日
㈮
ま
で

の
10
日
間
、
年
末
の
交
通
安
全
県

民
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点
を

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
（
特
に
、
夕
暮
れ
時
と
夜

間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中

の
交
通
安
全
対
策
の
推
進
）

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

と
し
て
、
尾
鷲
市
内
に
お
い
て

も
、
早
朝
街
頭
指
導
・
ミ
ル
ミ
ル

ウ
エ
ー
ブ
等
、
啓
発
活
動
を
実
施

し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　
三
重
県
環
境
生
活
部

　
交
通
安
全
・
消
費
生
活
課

　
☎
０
５
９・２
２
４・２
４
１
０

　
三
重
県
の
最
低
賃
金
が
10
月
19

日
か
ら
「
時
間
額
７
２
４
円
」
か

ら
13
円
引
き
上
げ
ら
れ
、「
時
間

額
７
３
７
円
」
に
改
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
た
だ
し
、
特
定
の
産
業
に
該
当

す
る
事
業
場
で
働
く
労
働
者
に

は
、
特
定
最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
三
重
労
働
局
賃
金
室

☎
０
５
９・２
２
６・２
１
０
８

　　老人クラブ 12 月の講座　　老人クラブ連合会☎㉒７９４１
講座名 日　　時 講座名 日　　時

カラオケたんぽぽ 2･16 日 午前９時 30 分～ コーラス 11 日 午後１時 30 分～

カラオケさくら 9･18 日 午前９時 30 分～ 民 謡 5･12 日 午前 10 時～

俳 句 9 日 午後１時 30 分～ 生 花 13･27 日 午前 9 時 30 分～

折 り 紙 10･24 日 午前 10 時～ 日 舞 20 日 午前９時 30 分～

書 道 3･17 日 午前９時 30 分～ 詩 吟 6･20 日 午後１時 30 分～

茶 道 4･18 日 午後 0 時 30 分～

海の幸・山の幸！　尾鷲の名産がお買い得 !!

12 月 7日・21日 ( 土 )
午前８時 30 分～午後０時 30 分
　尾鷲魚市場
お問い合わせ　商工観光推進課☎㉓８２１５
出店者募集中 !! 詳しくは、お問い合わせを。

 

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
少
年
の
主
張　

　
　
　
紀
北
地
区
大
会

工
業
統
計
調
査
に
つ
い
て

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

三
重
県
最
低
賃
金
の
改
正

 
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

　
　
三
木
浦
こ
い
や
ぁ
開
店



⓴

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
社
会
福

祉
大
会
を
行
い
ま
す
。

　
小
・
中
学
校
の
福
祉
協
力
校
に

通
う
児
童
・
生
徒
の
福
祉
作
品
コ

ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
の
発
表
や
表

彰
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
14
日
㈯

　
　
　
午
前
10
時
～

場
所　
中
央
公
民
館

内
容　

　
第
１
部　
顕
彰
式
典

　
第
２
部　
福
祉
作
品
コ
ン
ク
ー

　
　
ル
入
選
作
品
の
発
表
・
表
彰

　
　
お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課
☎
㉓
８
２
０
１

　
平
成
25
年
度
の
成
人
式
を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。
尾
鷲
市
に

住
民
票
の
あ
る
新
成
人
に
は
入
場

券
を
送
付
し
ま
す
が
、
な
い
人
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
早
め
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い

日
時　
平
成
26
年
１
月
12
日
㈰

受
付　
午
前
９
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
～
10
時
20
分

式
典　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　
市
民
文
化
会
館

　
　
　
（
せ
ぎ
や
ま
ホ
ー
ル
）

対
象　
新
成
人　

　
平
成
５
年
４
月
２
日
～
平
成
６

　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

　
　
お
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
☎
㉓
８
２
９
３

　
第
４
回
市
議
会
定
例
会
の
日
程

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

12
月

４
日
㈬　
本
会
議
（
開
会
日
）

10
日
㈫　
本
会
議

　
　
　
　
（
質
疑
・
一
般
質
問
）

11
日
㈬　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

12
日
㈭　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

13
日
㈮　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

16
日
㈪　
生
活
文
教
常
任
委
員
会

17
日
㈫　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

18
日
㈬　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

20
日
㈮　
本
会
議
（
閉
会
日
）

※
本
会
議
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
ア
ナ
ロ
グ
５
チ
ャ
ン
ネ
ル
及
び

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ユ
ー
ス
ト

リ
ー
ム
で
生
放
送
を
行
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
各
常
任
委
員
会
に
つ

い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
み

の
放
送
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
閉
会
日
の
２
日
後
（
22

日
㈰
）
か
ら
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
録
画
放
送
を
行
い
ま
す
。

※
日
程
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　
　
お
問
い
合
わ
せ

議
会
事
務
局
☎
㉓
８
２
１
１

　
農
業
委
員
会
で
は
、
選
挙
人
名

簿
登
録
希
望
者
の
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
１
月
１
日
㈷
時
点

で
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
登

録
希
望
者
は
、
１
月
７
日
㈫
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
尾
鷲
市
に
住
所
を
有
す
る
人

②
満
年
齢
20
歳
以
上
で
あ
る
人

③
10
ア
ー
ル
（
１
、０
０
０
㎡
）

以
上
の
農
地
で
耕
作
業
務
を
営

む
人
ま
た
は
そ
の
同
居
の
親

族
・
配
偶
者
な
ど
で
、
年
間
60

日
以
上
耕
作
業
務
に
従
事
し
て

い
る
人

　
お
問
い
合
わ
せ

　
選
挙
管
理
員
会
☎
㉓
８
１
１
５

　
今
年
も
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
ひ
と
と
き

を
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
で
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
24
日
㈫

　
　
　
午
後
７
時
～

場
所　
中
央
公
民
館

＊
整
理
券
を
12
月
９
日
㈪
か
ら
中

　
央
公
民
館
で
配
布
し
ま
す
。　

　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
中
央
公
民
館
☎
㉒
０
０
０
１

無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　
20
日
㈮　

　
　
午
前
11
時
～
午
後
３
時
45
分

　
大
川
哲
次　
弁
護
士

行
政
相
談
（
要
予
約
）

　
25
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

　
川
上
輝
佐
子　
行
政
相
談
委
員

特
設
人
権
相
談

　
４
日
㈬

　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
大
瀬
欣
子　
人
権
相
談
員

住
宅
相
談
（
要
予
約
）

　
26
日
㈭　
午
後
１
時
～
４
時

　
岡
紀
好　
住
宅
相
談
員

無
料
交
通
相
談
（
要
予
約
）

　
12
日
㈭　

　
　
午
後
１
時
～
３
時

　
山
口
賢
一　
交
通
事
故
相
談
員

　
　
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
㉓
８
２
５
０

児
童
相
談
・
女
性
相
談

　
10
日
㈫

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　
福
祉
保
健
課
☎
㉓
８
２
０
１

 

有
料
広
告
欄

「広報おわせ」に

広告を掲載しませんか？
「広報おわせ」に掲載希望の広告を募集します。
２月号の締め切りは、12 月 20 日 ( 金 ) です。
大きさ １枠　縦 50㎜×横 80㎜ 詳しくは、

お問い合わせ
ください。

市長公室
☎㉓８１３２

掲載料
１枠につき月額
市内業者　１０，０００円
市外業者　１５，０００円

市県民税 ( ４期 ) と国民健康保険税 ( ７期 ) と後期高齢者医療保険料 ( ６期 ) の納期限は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１月６日 ( 月 ) です。税務課☎㉓８１７３

市 

民 

相 

談

第
25
回
尾
鷲
市
社
会
福
祉
大
会

市
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
の
登
録
申
請

第
56
回
尾
鷲
市
成
人
式
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長
公
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広
報
係

〒
519-3696 三
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▲

防災行政無線の放送内容は、通話料無料のフリーダイヤル 0120-920-999 で聞くことができます !!
★
今
月
の
夜
間
観
望
会

６
日
㈮
｝「
す
ば
る
・
ア
ン
ド
ロ

７
日
㈯　
メ
ダ
座
大
星
雲
」

13
日
㈮　
満
月
前
の
月
・
木
星

14
日
㈯　
ふ
た
ご
座
流
星
群

20
日
㈮
｝「
木
星
・
す
ば
る
・

21
日
㈯　
北
極
星(

二
重
星)
」

27
日
㈮　
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
二
重
星
団

・
入
館
時
間　

　
午
後
７
時
～
９
時

★
昼
間
の
一
般
観
望

　
金
・
土
・
日
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

★
毎
月
第
三
日
曜
は『
家
庭
の
日
』

　
で
入
館
料
は
無
料
で
す
。

市
民
文
化
会
館
20
周
年
記
念
事
業

◆
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん

　
ア
ッ
パ
レ
！
戦
国
大
合
戦

日
時　
12
月
１
日
㈰　

　
　
　
①
午
前
10
時
～

　
　
　
②
午
後
２
時
～

入
場
無
料

◆
せ
ぎ
や
ま
倶
楽
部
洋
楽
発
表
会

　
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　
12
月
７
日
㈯

　
　
　
午
後
２
時
～

入
場
無
料
（
要
整
理
券
）

◆
お
は
な
し
だ
っ
こ
・
自
由
参
加

日
時　
12
月
５
日
㈭　

①
１
歳
児
以
上
と
保
護
者

　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

②
０
歳
児
と
保
護
者

　
午
前
10
時
45
分
～
11
時
15
分

場
所　
３
階　
和
室　

内
容　
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
、
わ
ら
べ

　
　
　
う
た
、
指
遊
び
ほ
か

◆
お
は
な
し
の
時
間
・
自
由
参
加

日
時　
12
月
12
・
26
日
㈭

　
　
　
午
後
３
時
～
４
時

場
所　
図
書
館
幼
児
室　

対
象   

幼
児

内
容　
紙
芝
居
・
絵
本
の
読
み
聞

　
　
　
か
せ
・
折
紙
ほ
か

◆
お
は
な
し
の
広
場
・
自
由
参
加

日
時　
12
月
14
日
㈯

　
　
　
午
前
11
時
～
正
午

場
所　
図
書
館
幼
児
室　

対
象　
小
学
生

内
容　
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
ほ
か

◆
今
月
の
休
館
日

　
２
・
９
・
15
・
16
・
23
・
28
～

　
31
日

編　
集　
後　
記

　

日
が
だ
ん
だ
ん
短
く
な
り
、
寒
く
な
っ

て
き
ま
し
た
ね
。
１
年
で
最
も
昼
が
短
い

日
で
あ
る
冬
至
は
、
今
年
は
12
月
22
日
だ

そ
う
で
す
。
冬
至
の
日
に
か
ぼ
ち
ゃ
を
食

べ
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
ね
。
か
ぼ
ち
ゃ
を

食
べ
る
理
由
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
ど
れ

も
冬
を
乗
り
切
る
た
め
の
知
恵
の
よ
う
で

す
。
今
年
も
あ
と
１
カ
月
で
す
。
美
味
し

い
か
ぼ
ち
ゃ
料
理
を
食
べ
て
、
冬
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。

　

早
い
も
の
で
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ

と
一
カ
月
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
の
秋
は

足
早
に
過
ぎ
て
い
き
、
こ
た
つ
や
ス
ト
ー

ブ
が
恋
し
く
な
る
ほ
ど
、
朝
晩
、
冷
え
込

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
中
と
の
気
温

の
差
が
大
き
く
、
油
断
を
す
る
と
風
邪
を

引
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
や

忘
年
会
な
ど
、
夜
、
出
か
け
る
事
も
多
い

時
期
で
す
。
み
な
さ
ん
、
健
康
に
気
を
つ

け
て
、
良
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
！

♠
な
ん
と
早
い
こ
と
か
！
も
う
12
月
で
あ

る
。
当
た
り
前
で
あ
る
が
、
今
年
も
あ
と

１
カ
月
。
や
り
残
し
た
こ
と
は
無
い
か
と

振
り
返
っ
て
み
る
が
、
今
年
の
目
標
っ
て

何
や
っ
た
ん
や
ろ
？
っ
て
１
月
号
を
見
直

し
て
み
る
と
「
厄
年
の
た
め
健
康
に
気
を

付
け
る
」と
書
い
て
あ
る
。
と
言
う
こ
と
は
、

ど
う
に
か
目
標
達
成
か
？
来
年
こ
そ
は
頑

張
る
か
！
（
何
を
？
）

《
一
般
図
書
》

・
だ
か
ら
荒
野　
桐
野
夏
生
著

傲
慢
な
夫
や
息
子
た
ち
に
軽
ん
じ
ら
れ
な
が
ら
、
家
庭
を
さ
さ
え
て
き

た
主
婦
・
朋
美
は
46
歳
の
誕
生
日
、
衝
動
に

か
ら
れ
て
車
で
家
出
を
す
る
。「
初
恋
の
男

が
長
崎
に
い
る
ら
し
い
」
と
い
う
理
由
だ
け

で
、
長
崎
に
向
か
っ
て
走
り
始
め
る
が
…
。

自
分
探
し
の
旅
の
果
て
に
、
朋
美
が
下
し
た

「
決
断
」
と
は
？

・
つ
る
の
将
棋
七
番
勝
負　
つ
る
の
剛
士

将
棋
ア
マ
チ
ュ
ア
三
段
の
つ
る
の
剛
士
が
、
羽
生
善
治
三
冠
、
矢
内
理

絵
子
女
流
四
段
ら
七
人
の
プ
ロ
棋
士
に
挑
ん

だ
対
局
の
様
子
を
、棋
譜
を
た
ど
り
な
が
ら
、

写
真
、
本
人
た
ち
の
感
想
を
ま
じ
え
て
紹
介

し
た
一
冊
。

将
棋
フ
ァ
ン
は
も
と
よ
り
、
こ
れ
か
ら
将
棋

を
は
じ
め
た
い
人
に
も
必
読
の
書
で
す
。

・
流
星
ひ
と
つ　
沢
木 

耕
太
郎

・
雪
ま
ろ
げ　
宇
江
佐 

真
理

《
児
童
図
書
》

・
ゆ
き
の
う
え
ゆ
き
の
し
た　
ケ
イ
ト
・
メ
ス
ナ
ー
文

雪
の
上
は
、
し
ん
と
静
ま
り
か
え
っ
て
、
真
っ
白
。
で
も
、
雪
の
下
に

は
、
ま
っ
た
く
別
の
「
ひ
み
つ
の
世
界
」
が

あ
っ
て
、
リ
ス
や
ウ
サ
ギ
な
ど
多
く
の
生
き

物
が
、
寒
さ
や
危
険
か
ら
身
を
守
り
な
が
ら

冬
越
し
を
し
て
い
る
…
。
そ
ん
な
「
ひ
み
つ

の
世
界
」
を
描
い
た
絵
本
で
す
。

・
ル
ル
と
ラ
ラ
の
ク
リ
ス
マ
ス　
あ
ん
び
る 
や
す
こ

天
文
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人　の　動　き
（10 月末現在）

　人　口 20,008 人　　（前月比 -4）
  （男 9,329 人　女 10,679 人）

　世帯数 9,935 世帯（前月比 -1）
　転　入　41 人　　転出　27 人
　出　生　10 人　　死亡　26 人

その他　 -2 人　　（住民基本台帳）



「広報おわせ」は、再生紙・植物油インキを使用しています。

市
民
文
化
会
館

☎
㉓
３
０
０
０
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